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国保と医療費　滞納する前に納付相談を P. 16……

保健だより　糖尿病と目 P. 17………………………
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災害はいつやって来るか分からない
とっさの行動ができるように！
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本
年
度
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
全
町

一
斉
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
と
こ

ろ
、
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
各
地
区
の
役

員
の
皆
さ
ん
、
消
防
団
員
、
陸
上
自
衛

隊
、
徳
島
県
、
小
松
島
警
察
署
な
ど
各

関
係
機
関
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
九
月
七
日
（
日
）
に
は
多
数
の
町

民
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

各
地
区
で
の
避
難
訓
練
に
は
千
五
百

七
十
五
人
の
方
々
が
参
加
し
て
消
火
訓

練
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

や
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
救
助
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
防
災
講
演
会
な
ど
に

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
星
谷
運
動
公
園
で
、
徳

島
県
消
防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
と
消
防

団
員
に
よ
り
ま
す
山
林
火
災
を
想
定
し

た
消
火
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、

訓
練
終
了
後
に
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

を
展
示
し
、
子
供
さ
ん
を
始
め
多
く
の

方
に
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
で
は
陸
上
自
衛
隊
の
災

害
派
遣
車
両
や
資
機
材
の
展
示
、
起
震

車
に
よ
る
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
防
災

講
演
会
な
ど
に
多
く
の
方
が
参
加
い
た

だ
き
、
こ
れ
は
町
民
の
防
災
に
対
す
る

意
識
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

来
年
度
以
降
も
、
九
月
の
第
一
日
曜

日
に
全
町
一

斉
防
災
訓
練

を
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
、

ご
理
解
と
ご

協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

火
災
に
ご
注
意
を
！

勝
浦
町
で
は
最
近
火
災
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
た

季
節
に
な
り
ま
す
の
で
、
今
一
度
火
災

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
身
の
回
り
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

【
火
災
発
生
の
Ｑ
＆
Ａ
】

火
災
は
ど
う
し
て
起
こ
る
の
？

火
災
は
３
原
則
、
①
熱
源
（
火
の
元
）

②
酸
素
③
着
火
物
（
燃
え
る
物
）
が

必
要
で
す
。
火
災
を
防
止
す
る
に
は
、

水
を
か
け
て
温
度
を
下
げ
（
油
火
災

の
時
は
水
は
、
厳
禁
で
す
）
、
酸
素
の

供
給
を
遮
断
し
、
燃
え
る
物
を
除
去

す
る
こ
と
に
よ
り
防
げ
ま
す
。

火
災
は
冬
場
の
み
の
発
生
で
す
か
？

夏
場
で
も
多
く
発
生
し
ま
す
。
よ
く

冬
場
は
空
気
が
乾
燥
す
る
の
で
火
の

元
に
注
意
を
促
し
ま
す
が
、
夏
場
は

温
度
が
高
い
た
め
火
の
元
が
消
え
に

く
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
、
火
災
は

冬
場
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ＱＡＱＡ

全
町
一
斉
防
災
訓
練

～
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
～

平成20年度



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

３

表
彰
・
祝
い
状
を
受
け
ら
れ
た
方
々

は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

徳
島
県
知
事
祝
い
状･

勝
浦
町
長
祝
い
状

百
歳
以
上
長
寿
者

坪

井

カ

ズ

一
〇
五
歳
（
中
山
）

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
表
彰

登

木

優
（
今
山
）

山
崎
ヨ
シ
子
（
黒
岩
）

米
寿
（
八
十
八
歳
）
到
達
者

山

口

敏

夫
（
山
西
）

ほ
か
四
十
二
人

喜
寿
（
七
十
七
歳
）
到
達
者

山

田

昌

男
（
久
国
）

ほ
か
八
十
五
人

※
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
に
は
、
徳

島
県
知
事
お
よ
び
勝
浦
町
長
か
ら
記

念
品
が
贈
ら
れ
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ

た
方
々
に
は
、
勝
浦
町
長
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地

域
社
会
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ

ら
れ
た
高
齢
者
の
方
に
対
し
、
感
謝

と
ご
長
寿
を
お
祝
い
す
る
た
め
、
毎

年
「
勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
九
月
十
三
日

に
勝
浦

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
し
、
約
百
五
十
人
の
方
が
出

席
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
は
、
横

瀬
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
元

気
い
っ
ぱ
い
の
歌
と
愛
ら
し
い
踊
り

が
披
露
さ
れ
会
場
は
、
ほ
の
ぼ
の
と

し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
中
田
町
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

県
知
事
ほ
か
多
く
の
来
賓
の
ご
出
席

を
い
た
だ
き
、
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し

た
。今

年
、
五
月
に
一
〇
五
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
坪
井
カ
ズ
さ
ん
に
県
と

町
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
、

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
功
労
者
の

表
彰
や
米
寿
、
喜
寿
到
達
者
へ
の
記

念
品
の
贈
呈
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
横
瀬
小
学
校
六
年
生

の
黒
田
愛
莉
さ
ん
、
堺
亜
里
紗
さ
ん
、

東
條
ひ
な
の
さ
ん
に
、
心
温
ま
る
敬

老
作
文
を
朗
読
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

式
典
終
了
後
は
、
勝
浦
町
お
手
玉

演
舞
の
会
や
婦
人
会
の
方
々
に
よ
る
、

お
手
玉
演
舞
や
踊
り
を
披
露
し
て
い

た
だ
き
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

当
日
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
関
係
者
の
方
々
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第39回 勝浦町敬老町民のつどい
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11月７日 概ね午後１時～午後５時ごろ

◎オープニング交流

光回線を使い、メイン会場（アスティとく

しま）との交信による対話

◎人形浄瑠璃上演の中継

勝浦高校民芸部・勝浦座が上演を行う人形

浄瑠璃の模様を発信、終了後対話交信。

◎中学生合唱の中継

勝浦中学校音楽部が行う合唱の模様を発信

◎ＩＣＴふるさとトークの受信・放映

メイン会場（アスティとくしま）で行われる

IＣＴふるさとトークの模様を本町会場で受

信・放映。

出演予定者 板 東 英 二氏（タレント）

住 友 真 世氏（キャスター）

柴 田 亜 衣氏（オリンピック選手）

11月８日 概ね午前9時30分～午後4時ごろ

◎宇宙とＩＣＴセミナー

宇宙開発や情報通信技術に関するミニ講演

とテレビ会議システムを使って会場の子ども

たちの質問にアメリカ・ヒューストンの宇宙

飛行士が直接答える。

◎Ｗｉｉオンラインゲーム

Ｗｉｉオンラインゲーム対戦により、サテ

ライト会場での勝者を決定する予選を行い、

その勝者がメイン会場や他の各サテライト会

場において決定した勝者と決勝戦を行う。

◎県民公開講座

県郷土文化会館で行われる｢糖尿病｣をテー

マとした講座の受信による会場での放映

◎ＩＣＴ最前線レポート｢ＣＧクリエーター｣の

受信・放映

メイン会場（アスティとくしま）で行われ

るＩＣＴ最前線レポート｢ＣＧクリエーター｣

の模様を本町会場で受信・放映。

出演予定者 中 島 信 也氏（ＣＭディレクター）

丸岡いずみ氏（ニュースキャスター・報道記者）

◎お手玉演舞

町内の子ども20人～30人程度（グループを

数回にわけて）お手玉演舞を行う。

◎抽選・クロージングセレモニー

来場者を対象に景品の当たる抽選を行う。

終了後クロージングセレモニーを行う。

勝浦町役場総務税務課内 地域ICT未来フェスタかつうら実行委員会事務局

（42）2511 ＩＰ 050（3438）7148
お問い合わせ

なお、この２日間、約3，000体のひな人形

ピラミッドの展示、楽ビジョン、地上波デジ

タル放送等の体験、携帯電話を使ったシステ

ムの実験体験等を予定しています。

また、徳島県では、11月７日 から９日

の３日間、地上デジタル放送やユビキタスネッ

トワークに関係したイベント等、さまざまな

イベントを予定しています。

ホームページ http://festa.ict-tokushima.jp

※イベントの内容につきましては、一部変更の可能性

もありますので、あらかじめ、ご了承をお願いします。

の開催について

地域 ICT未来フェスタ2008 inとくしま

広報９月号においてもご案内をさせていただきましたが、

今年の11月に徳島市のアスティとくしまをメイン会場に、

本町ほか５つのサテライト会場（阿南市、三好市、上勝町、

神山町、那賀町）にて、地域IＣＴ未来フェスタ２００８inと

くしまが開催されます。

現在本町が予定していますイベントは次のとおりです。

なお、会場はいずれも勝浦町生名の人形文化交流館です。



平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

５

決算に基づく健全化判断比率
および資金不足比率について

平成19年度

地方公共団体の財政の健全化に関する法律（平成19年法律第94号）の施行に伴い健全化

判断比率および地方公営企業の資金不足比率の公表が義務づけられました。これは地方公

共団体の財政の早期健全化および再生を図ることを目的としており、これらの比率が国の

定める早期健全化基準や再生基準を超えると健全化計画の策定や外部監査の実施、地方債

の制限など早期に財政健全化措置を執ることが求められます。

今回、平成19年度決算に基づく健全化判断比率および資金不足比率の算定が完了し監査

委員の審査を終えましたので、その比率等を次のとおり公表します。

（単位：％）

＊括弧内は早期健全化基準を記載

＊実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合および実質公債費比率又は将来負担比率が算定され

ない場合は、「－」を記載

＊資金不足額がない場合は「－」を記載

＊括弧内は資金不足額・剰余額を記載（不足額はマイナス表示）

＜比率説明＞

実質赤字比率 ………… 一般会計等の実質赤字の標準財政規模に対する比率

連結実質赤字比率 …… 全ての会計の実質赤字の標準財政規模に対する比率

実質公債費比率 ……… 公債費および公債費に準じた経費の比重を示す比率

将来負担比率 ………… 地方債残高のほか一般会計等が将来負担すべき実質

的な負債を捉えた比率

資金不足比率 ………… 公営企業ごとの資金不足の事業規模に対する比率

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

―

（15.00）

―

（20.00）

20.9

（25.0）

45.2

（350.0）

資金不足比率

特別会計の名称 資金不足比率（％） 備 考

勝浦病院事業特別会計
―

（831,952千円）

令第17条第１号の規定により

事業の規模を算定

勝浦町簡易水道事業特別会計
―

（3,175千円）

令第17条第３号の規定により

事業の規模を算定

勝浦町農業集落排水特別会計
―

（2,056千円）

令第17条第３号の規定により

事業の規模を算定

健全化判断比率
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平成20年度

宝くじ助成金で整備されました
宝くじの普及・広報活動を行う財団法人自治総合センターは、宝くじの収入を財源と

して、コミュニティ活動の健全な発展を図るため自治会等の地域的な共同活動に助成を

行っています。この度、その一部門の「一般コミュニティ助成事業」の助成を掛谷区と

よあかし連の２団体が受けました。

よあかし連【阿波踊り用品の整備】掛谷区【神楽の演奏用具整備】

掛谷区では、生夷神社の祭りなどで

この用具を使用し、伝統的な神楽の伝

承を行うなど、地域コミュニティの一

層の醸成に役立てたいとのことです。

よあかし連では、この用品でボラン

ティア活動を始め、各種イベントの参

加、施設の慰問など、町の活性化に取

り組みたいとのことです。

根木美和氏（東京都在住）、匿名希望（関東阿波かつうら会会員、徳島市在住、上勝町在住、

勝浦町在住２人）の６人の方からご寄付をいただきました。謹んでお礼を申し上げます。皆

さまのご厚意に感謝し、豊かで住みよいまち勝浦づくりを目指します。今後ともよろしくお

願いいたします。

また、アンケートで次のようなお便りをいただきましたのでご紹介します。

「60年近くを大阪に過ごし、そちらにはもう家はありませんが、小・中学校の同窓会

に参加できる勝浦町が私の大切なふるさとです。住民の高齢化や国との税金の問題など、

いろいろ大変だと思います。具体的な意見はありませんが、勝浦町があたたかい、しあ

わせな町であり続けていただくように願っております。」

広報かつうら９月号に掲載後のふるさと納税

ご協力者についてご報告をします。ふるさと納税

まちかど

散歩みち

�����	
�
�����	
�
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催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

７

音
楽
部
は
、
今
年
も
十
五
人
で
活

動
し
て
き
ま
し
た
。
十
五
人
と
い
う

の
は
合
唱
の
中
で
も
小
規
模
で
、
顧

問
も
代
わ
り
、
生
徒
た
ち
は
た
い
へ

ん
不
安
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
吉
岡
部
長
を
始
め
パ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
が
中
心
と
な
り
、
今
ま
で
の
伝

統
を
引
き
継
ぎ
、
部
員
全
員
が
頑
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
練
習
中
で
は
、
衝

突
し
た
り
、
悩
ん
だ
り
、
笑
っ
た
り

と
色
ん
な
事
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
を
他
に
も
活
か
し
、
た
く

さ
ん
の
事
に
生
徒
と
共
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
き
た
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
い
つ
も

暖
か
く
応
援
し
て
く
だ
さ
る
地
域
の

み
な
さ
ん
、
卒
業
し
て
い
っ
た
先
輩
、

バ
ス
の
運
転
手
さ
ん
、
家
族
、
先
生

方
等
、
私
た
ち
を
支
え
て
下
さ
っ
た

全
て
の
方
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
」
こ
れ
か
ら
も
皆
様

に
愛
さ
れ
る
部
活
動
と
し
て
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

勝
浦
中
学
校
音
楽
部

顧

問

岩

佐

純

一

【
結

果
】

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
大
会

金
賞

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
四
国
大
会（
徳
島
）

銅
賞

Ｎ
Ｈ
Ｋ
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
徳
島
県
大
会

銀
賞

台風13号が通り過ぎ、少し

秋の気配が漂い始めた９月21

日、生比奈小学校、横瀬小学

校で運動会が開催されました。

台風の影響で青空が少ない

中、児童らの躍動感あふれる

競技や演技を見せてくれまし

た。

生比奈＆横瀬小学校 運動会開催

�
勝
浦
中
学
校
音
楽
部

活

躍
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Ｃ
Ｔ
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催
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イ
ト
会
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と
し
て
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加
!!

８

選考委員会で厳正な選考を行った結果、以下の通

り決定いたしました。

最優秀賞

青森県弘前市に

お住まいの

工藤和久様の

『かっちゃん』

に決定！

勝浦町の木「みかん」と花「コスモス」を基調に

明るく元気で楽しいマスコットキャラです。

緑の体は大地、水色のスカーフは清流、豊かな自

然に恵まれた勝浦町をイメージしています。

その他、入選者は下記の通りです。

優秀賞 大阪府高槻市 中 根 真 美様
勝浦町大字三渓 朔 葉 子様
勝浦町大字沼江 毎 木 里 衣様
勝浦町大字沼江 新居真季子様

たくさんのご応募ありがとうございました。

これからは町観光事業の発展と共に「かっちゃん」

をより親しまれ末永く愛されるキャラクターへと育

てて行きたいと思っております、皆様の応援を宜し

くお願い致します。

勝浦町観光協会マスコットキャラクター

９月６日、環境改善センターにおいて、

阿波人形芝居フェスティバル勝浦が開催さ

れ、「こども阿波人形芝居教室」「勝浦高校

民芸部」「勝浦座」が出演しました。

「こども阿波人形芝居教室」は伝統文化

子ども教室事業で今年の７月から２ヶ月間

勝浦町内の小中学生６人が参加し、勝浦座

の座員から指導を受け練習に励んできた成

果を発表しました。同事業では、勝浦町指

定の無形文化財でもある勝浦座の後継者の

育成、伝統文化の伝承に邁進してまいりま

す。これからも町民の皆様の応援をお願い

致します。

第11回全国ヤングバレーボールクラブ男女優勝大

会（ 日本バレーボール協会など主催）が９月20日、

21日、大阪府立体育館で開かれ、14歳以下の部県選

抜女子チーム「Tokusima Dodge-Lakers」に勝浦中

学校２年 笠木香穂さんが出場しました。

予選リーグ３位チームが出場した第３位チーム決

勝トーナメントでは３試合すべてストレート勝ちを

修め優勝しました。

笠木さんは、予選決勝ともすべて出場し、レフト

エースとしてチームの勝利に貢献しました。おめで

とうございます。

優勝！

伝統文化
「阿波人形浄瑠璃」

公演しました



報 ラア カ ル ト情

平
成
二
十
年
十
一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
in
と
く
し
ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
と
し
て
参
加
!!

９

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採

用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。
受
験
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
所
定
の
申
込
用
紙
に
て

左
表
を
確
認
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
申

込
受
付
場
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
臨
時
看
護
師
に
つ
い
て
は
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
勝
浦
病

院
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
申
込
用
紙
の
請
求
を
す
る
場

合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試
験

請
求
（
試
験
区
分
○
○
○
○
）
」
と
朱

書
き
し
、
あ
て
先
明
記
の
百
二
十
円
切

手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
定
形
外
Ａ

４
サ
イ
ズ
）
を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
総
務
税
務
課
（
総
務
担
当
）

（
４
２
）２
５
１
１

勝
浦
病
院
事
務
局

（
４
２
）
２
５
５
５

わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

午
前
九
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

生
比
奈
保
育
所

（
リ
ズ
ム
室
お
よ
び
園
庭)

０
歳
～
５
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
ど
も
と
保
護
者
）

育
児
相
談

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所

相
談
・
電
話
相
談

問
い
合
わ
せ

生
比
奈
保
育
所

(

４
２)

３
０
７
７

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
４
７
３

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
か
ら

21日 18日 ８日 １日

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
の
遠
足

お
弁
当
、
お
や
つ
を
持
っ
て
来
て
、
保
育
所
の
お
友
達

と
一
緒
に
、
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
ね
。

場

所

星
谷
運
動
公
園

集
合
時
間

午
前
十
一
時
（
現
地
集
合
）

★
わ
ん
ぱ
く
教
室
運
動
会

保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
運
動
会
を
し
ま
し
ょ
う
。

場

所

生
比
奈
小
学
校
屋
外
運
動
場

開
始
時
間

午
前
九
時
三
十
分
よ
り

★
保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定

★
十
月
生
の
お
友
達
の
誕
生
会

・
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

・
運
動
会
の
リ
ズ
ム

★
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
に
よ
る

手
づ
く
り
お
や
つ
の
紹
介
と
試
食
を
し
ま
す
。

★
運
動
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

10月

勝
浦
病
院
職
員
募
集
と

採
用
試
験
案
内

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る

相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

十
月
二
十
三
日

午
後
二
時
～

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員

※
相
談
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
申
し
込

み
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
十
月
六
日

ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
予
約
を
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
詳
細

に
つ
い
て
の
通
知
を
し
ま
す
）
予
約

が
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
日
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

勝
浦
町
福
祉
課
保
健
師

（
４
２
）１
５
０
２

Ｉ
Ｐ

０
５
０（
３
４
３
８
）７
１
４
８

発
達
相
談
実
施
日

試験区分 理学療法士 看 護 師

受験資格

昭和43年４月２日以降
に生まれた者で、理学
療法士の免許を有する
者

昭和43年４月２日以降に
生まれた者で、看護師の
免許を有する者、もしく
は平成21年３月31日まで
に取得見込みの者

採用予定人数 １ 名 若干名

試験日 平成20年10月19日 平成20年11月16日

試験場 勝浦病院 勝浦町役場

申込受
付期間
・場所

10月15日 までの執務
日の午前８時30分から
午後５時
（土･日･祭日を除く）
勝浦病院（受付）

10月31日 までの執務日
の午前８時30分から午後
５時（土･日･祭日を除く）
勝浦町総務税務課

���
���
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10

十
月
二
十
日

か
ら
二
十
六
日

ま
で
は
「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」

で
す
。

行
政
相
談
は
、
国
、

県
、
町
の
行
政
に
関

す
る
苦
情
や
要
望
、

意
見
を
聴
い
て
、
そ

れ
ら
の
解
決
を
図
り
、

行
政
運
営
の
改
善
に

反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。

行
政
相
談
週
間
は
、
こ
の
制
度
を
広

く
国
民
の
皆
様
に
普
及
し
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
全
国
一
斉
に
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

本
町
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政
相

談
員
が
徳
島
行
政
評
価
事
務
所
の
支
援

の
も
と
、
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が
あ

る
、
困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て
ほ
し
い
、

役
所
の
説
明
や
措
置
に
納
得
が
い
か
な

い
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら

な
い
、
制
度
や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

日

時
十
月
十
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

十
月
二
十
四
日

午
後
一
時
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で

場

所

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

担
当
行
政
相
談
員

高
橋
嗣
男
さ
ん

相
談
内
容
の
例

道
路
・
輸
送
機
関
・
病
院
各
役
所
の

申
請
窓
口
の
対
応
・
登
記
・
農
林
水
産
・

商
工
・
福
祉
・
年
金
・
社
会
教
育
・
郵

便
等
の
相
談

―

笑
顔
を
つ
な
ご
う

街
づ
く
り

未
来
へ
つ
な
ご
う

土
地
活
用

―

土
地
は
、
現
在
及
び
将
来
に
お
い
て

私
た
ち
の
限
ら
れ
た
貴
重
な
資
源
で
す
。

こ
の
た
め
国
や
地
方
公
共
団
体
で
は
、

十
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
一
カ

月
間
を
「
土
地
月
間
」
と
定
め
、
私
た

ち
国
民
生
活
に
と
っ
て
不
可
欠
の
基
盤

で
あ
る
土
地
に
つ
い
て
の
基
本
理
念
の

普
及
・
啓
発
に
努
め
、
土
地
関
係
施
策

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
期
間
と

し
、
今
後
の
土
地
活
用
に
つ
い
て
実
効

あ
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

あ
な
た
の
声
を
お
聴
き
し
ま
す

ご
相
談
は
お
気
軽
に

十
月
一
日
は
土
地
の
日

平
成
二
十
年
度
「
土
地
月
間
」

子
育
て
サ
ー
ク
ル
「
は
ぐ
く
み
ク

ラ
ブ
」
の
十
月
の
行
事
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を
広
げ
、

親
も
子
供
も
気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ー

ク
ル
で
す
。

一
度
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
。

日

時

毎
週
火
曜
日

午
前
十
時
三
十
分
～

十
一
時
三
十
分

対
象
者

〇
～
五
歳
児

（
家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い

る
子
供
と
保
護
者
）
並
び

に
妊
婦
さ
ん

●

九
月
の
活
動
報
告

九
月
十
六
日
の
活
動
は
ミ
ニ
運
動
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
お
菓
子
争
奪
ゲ
ー

ム
や
、
玉
入
れ
競
争
、
障
害
物
競
争
な

ど
、
ど
の
子
も
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
元

気
い
っ
ぱ
い
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

障
害
物
競
争
で
は
、
勢
い
あ
ま
っ
て
ゴ
ー

ル
と
反
対
方
向
に
走
り
出
す
子
も
い
た

り
、
途
中
で
泣
き
出
し
て
お
母
さ
ん
に

抱
っ
こ
さ
れ
て
ゴ
ー
ル
す
る
子
も
い
た

り
。
珍
プ
レ
ー
連
発
で
し
た
が
、
最
後

は
ひ
と
り
ひ
と
り
に
メ
ダ
ル
を
か
け
て

も
ら
っ
て
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば

(

４
４)

２
０
２
６

Ｉ
Ｐ

０
５
０(

３
４
３
８)

９
８
１
３

UR
L

ht
tp

:
/
/b
lo
g
.
go
o
.
ne

.
j
p/

h
a
gu

ku
m
i

―2006
10
月

は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
行
事

行事予定

28日 21日 14日 ７日

mama's
cafe

（
新
規
申
込
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
下
記
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の

お
菓
子
作
り

絵
本
を
読
ん
で
も
ら
お
う

＆
横
田
先
生
の
育
児
相
談

散

歩

'

���
���
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���
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11

第
十
七
回

喜
楽
苑
・

オ
レ
ン
ジ
荘
の
文
化
祭

日

時
十
月
二
十
六
日

開
会
式
九
時
（
受
付
八
時
三
十
分
～
）

場

所
勝
浦
中
学
校
体
育
館
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
の
場
合
は
体
育
館
の
み
）

※
車
で
お
越
し
の
方
は
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
南
側
又
は
役
場
に
駐
車
し
て
く

だ
さ
い
。

★
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー

小
さ
な
お
子
様
か
ら
ご
年
配
、
障
害

者
の
方
ま
で
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

〈
種
目
〉
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー

ド
ゴ
ル
フ
、
ペ
タ
ン
ク
、
囲
碁
ボ
ー

ル
、
ワ
ナ
ゲ
、
羽
根
っ
こ
ゲ
ー
ム
、

ダ
ー
ツ
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
カ
ロ
ー

リ
ン
グ
、
ビ
ー
ン
ボ
ウ
リ
ン
グ

※
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

★
体
力
年
齢
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

体
力
測
定
な
ど
で
自
分
の
体
力
年
齢

を
知
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

★
ス
ポ
ー
ツ
○×

ゲ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
○×

問
題
で
す
。

最
後
ま
で
残
っ
て
折
り
た
た
み
自
転
車

を
ゲ
ッ
ト
し
よ
う
！

★
ビ
ン
ゴ
大
会

Wii
＆
Wii
フ
ィ
ッ
ト
等
豪
華
景
品
が
も

ら
え
ま
す
。
ル
ー
ル
は
簡
単
、
ビ
ン
ゴ

し
た
順
番
に
く
じ
を
引
き
、
く
じ
の
番

号
と
同
じ
番
号
の
賞
品
が
も
ら
え
ま
す
。

★
そ
の
他

小
学
生
に
よ
る
金
管
バ
ン
ド
や
婦
人

会
に
よ
る
勝
浦
音
頭
や
金
魚
す
く
い
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
体
験
・
お
手
玉
披
露
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

参
加
方
法

①
受
付
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
カ
ー
ド
と

粗
品
券
（
先
着
三
百
人
）
を
も
ら
う
。

（
一
人
一
枚
）

②
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
参
加
し
て
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
う
。

③
正
午
か
ら
受
付
で
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
を
ビ
ン
ゴ
カ
ー
ド
に
交
換
し

ま
す
。

ス
タ
ン
プ
が
六
個
以
上
無
け
れ
ば
ビ
ン

ゴ
カ
ー
ド
に
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

各
ラ
リ
ー
コ
ー
ナ
ー
（
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
み
）
に
参
加
す
る
と
粗
品
券
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

粗
品
の
引
換
は
午
前
十
時
三
十
分
～
午

後
十
二
時
三
十
分
で
す
。

※
運
動
が
で
き
る
格
好
で
お
越
し
下
さ

い
。
上
履
き
を
持
参
し
て
い
た
だ
く

と
体
育
館
で
の
種
目
が
行
い
や
す
く

な
り
ま
す
。

日

時

十
月
五
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
（
雨
天
中
止
）

場

所
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

新
館
南
庭

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
（
新
館
二
階
）

催
し
物

大
道
芸

か
っ
ぱ
の
げ
ん
さ
ん
と

か
っ
ぱ
こ
さ
ん

小
中
学
生
に
よ
る
演
芸

お
手
玉
会
の
演
舞

な
ど

模
擬
店

日
本
そ
ば
・
う
ど
ん
・
た
こ
焼
き

お
好
み
焼
き
・
ワ
ッ
フ
ル
・
ゲ
ー
ム

（
各
五
十
円
）

野
立
て
（
無
料
）

み
な
さ
ま
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
お
越

し
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

喜
楽
苑

（
４
２
）３
７
０
０

愛
玩
鳥
飼
育
者
の
皆
様
へ

徳
島
県
お
よ
び
県
養
鶏
協
会
で
は

「
毎
月
ゼ
ロ
の
つ
く
日
は
一
斉
消
毒
日
」

と
定
め
、
防
疫
の
徹
底
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
こ
の
病
気
の
発
生
防
止
の
徹
底

を
図
る
た
め
、
愛
玩
鳥
飼
育
者
の
皆
様

に
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

本
年
度
も
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

と
し
て
消
毒
薬
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

愛
玩
鳥
と
し
て
、
鶏
・
チ
ャ
ボ
・
烏

骨
鶏
な
ど
を
屋
外
で
飼
育
し
て
い
る
方

は
鳥
の
種
類
・
羽
数
・
飼
育
者
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
参
考
》

鶏
・
チ
ャ
ボ
・
烏
骨
鶏
な
ど
を
屋
外

で
飼
育
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

配
布
の
消
毒
薬
は
一
戸
当
た
り
一
本

（
一
リ
ッ
ト
ル
）
を
無
償
で
提
供
し

ま
す
。

申
込
み
・
お
問
合
せ

十
月
八
日

ま
で

勝
浦
町
産
業
建
設
課（

４
２
）
１
５
０
５

（
土
・
日
・
祝
日
除
く

午
前
八
時
三
十
分

～
午
後
五
時
十
五
分
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生

防
止
の
ご
協
力
に
つ
い
て
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「
あ
や
し
い
！
」と
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
一
一
〇
番
を

昨
年
の
全
国
の
窃
盗
犯
罪
は
、
約
一
四

三
万
件
で
刑
法
犯
罪
の
約
七
十
四
％
を
占

め
、
ま
た
、
本
県
で
は
平
成
十
九
年
は
約

六
千
件
の
窃
盗
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
平

成
十
六
年
以
降
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、

凶
悪
犯
罪
に
移
行
す
る
お
そ
れ
の
強
い
侵

入
窃
盗
が
増
加
す
る
な
ど
、
憂
慮
す
べ
き

現
状
に
あ
り
ま
す
。

「
検
挙
に
ま
さ
る
防
犯
無
し
」
と
言
わ
れ

ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

不
可
欠
で
す
。
不
審
者
等
に
対
す
る
通
報

を
お
願
い
し
ま
す
。

①
不
審
者
を
見
か
け
た
ら

一
一
〇
番
通
報
を
！

車
両
の
中
を
覗
き
込
ん
だ
り

す
る
不
審
者
を
見
つ
け
た
ら
！

②
室
内
に
犯
人
が
い
る
！

直
ち
に
一
一
〇
番
通
報
を
！

警
察
官
が
着
く
ま
で
室
内
に
入
っ
て
は

い
け
ま
せ
ん
！

③
盗
難
被
害
に
気
付
い
た
ら

す
ぐ
に
一
一
〇
番
通
報
を
！

犯
人
は
、
現
場
に
指
紋
な
ど
を
残
し
て

い
ま
す
。
気
付
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し

て
、
す
ぐ
に
一
一
〇
番
を
！

暴
力
団
の
根
絶
！

暴
力
団
の
実
態
を
知
ろ
う
！

暴
力
団
は
、「
仁
義
を
守
る
、
堅
気
の
者

に
は
迷
惑
を
か
け
な
い
。」
と
言
っ
て
い
ま

す
が
、
本
当
の
姿
は
、「
世
の
中
す
べ
て
金
。

金
の
た
め
な
ら
法
を
犯
し
て
も
か
ま
わ
な

い
。
」
と
い
っ
た
犯
罪
者
集
団
で
す
。

自
分
は
友
達
だ
と
思
っ
て
付
き
合
っ
て

い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
「
筋
が

通
ら
な
い
」
等
と
い
っ
て
脅
さ
れ
て
、
被

害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
暴
力
団
に

手
を
貸
し
て
、
犯
罪
に
荷
担
し
た
と
し
て

刑
罰
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

『
暴
力
追
放
・
三
無
い
運
動
を
実
践
し
ま

し
ょ
う
！

』

☆

暴
力
団
を

『

』

☆

暴
力
団
を

『

』

☆

暴
力
団
に

『

』

暴
力
団
に
関
す
る
困
り
事
は
、
警
察
署

お
よ
び
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
へ

・
暴
力
追
放
ダ
イ
ヤ
ル

０
８
８（
６
５
６
）０
１
１
０

・
暴
力
追
放
セ
ン
タ
ー

０
８
８（
６
５
６
）２
７
１
０

・
け
ん
銃
一
一
〇
番

０
８
８（
６
５
３
）４
４
４
４

暴
力
団
が
恐
れ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
は
、

あ
な
た
の
暴
力
団
を
恐
れ
な
い
「
勇
気
」

な
の
で
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
十
月
十
一
日
か

ら
二
十
日
ま
で
の
十
日
間
「
全
国
地
域
安

全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
『
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安

心
の
街
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
広
く
県
民
に

防
犯
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
る
と
と
も

に
、
県
民
自
身
に
よ
る
自
主
防
犯
意
識
と

防
犯
行
動
へ
の
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
街
頭
犯
罪
お
よ
び
侵
入
犯
罪
の

抑
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

運
動
の
重
点
は
、

①
自
転
車
盗
、
車
上
ね
ら
い
の
被
害
防
止

『
自
転
車
に
は
、
カ
ギ
を

掛
け
ま
し
ょ
う
！
』

②
住
宅
を
対
象
と
す
る
侵
入
被
害
の
防
止

③
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

『
お
年
寄
り
を
詐
欺
の
被
害
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う
！
』

④
子
ど
も
の
犯
罪
被
害
の
防
止

で
す
。

十
月
、
十
一
月
の
猟
銃
の
講
習
日

経
験
者
講
習

10
月
８
日

三
好
警
察
署

10
月
22
日

徳
島
西
警
察
署

11
月
13
日

阿
南
警
察
署

11
月
27
日

徳
島
北
警
察
署

初
心
者
講
習

10
月
１
日

小
松
島
警
察
署

勝
浦
町
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
指
定
相
談

事
業
者
へ
委
託
し
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
お

電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

右
記
相
談
事
業
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事

者
団
体
が
『
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
』

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

勝
浦
町
福
祉
課

（
４
２
）
１
５
０
２

Ｉ
Ｐ
㈹
０
５
０（
３
４
３
８
）
７
１
４
８

社
会
福
祉
協
議
会

（
４
２
）
４
６
５
２

場所相談日

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
一
階
研
修
室

11
月

10
月

６
日

27
日

16
日

30
日

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時～15時 月～金 ９時～17時

日
時

徳島県立総合福
祉センター１階

徳島県立障害者交流プラザ３階 場
所

携帯 FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL ﾒｰﾙ FAX TEL

相

談

窓

口

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
８
８(

６
５
４)

６
６
１
０

０
９
０(

５
１
４
２)

０
３
６
８

０
８
８(

６
３
１)

２
７
２
０

０
８
８(

６
３
１)

２
７
１
９

toku-ikuseikai
@kouryu-plaza.jp

０
８
８(

６
３
１)

６
２
４
０

０
８
８(

６
３
１)

６
２
１
１

kensinren
@kouryu-plaza.jp

障
害
者
相
談
支
援
事
業

～
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
～

安
全
と
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
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～
ご
存
知
で
す
か

国
税
電
子
申
告･

納
税
シ
ス
テ
ム

（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）～

イ
ー
タ
ッ
ク
ス（
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ら
…

①
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
、
税
理
士
事
務
所

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

申
告
、
申
請
・
届
出
等
が
で
き
ま
す
。

・
所
得
税
、
法
人
税
、
消
費
税
、
酒
税

お
よ
び
印
紙
税
の
申
告
が
で
き
ま
す
。

・
各
種
申
請
・
届
出
の
ほ
か
、
納
税
証

明
書
（
電
子
発
行
、
書
面
発
行
）
の

交
付
請
求
や
法
定
調
書
の
提
出
な
ど

が
で
き
ま
す
。

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
や
Ａ

Ｔ
Ｍ
等
を
利
用
し
て
納
税
が
で
き
ま

す
。

・
金
融
機
関
の
窓
口
に
並
ば
ず
に
す
べ

て
の
税
目
の
納
税
が
で
き
、
利
用
回

数
の
多
い
手
続
き
に
は
大
変
便
利
で

す
（
特
に
源
泉
所
得
税
の
毎
月
納
付

分
な
ど
）。

③
さ
ら
に
便
利
で
使
い
や
す
く
！

・
税
理
士
が
税
務
書
類
を
作
成
し
、
納

税
者
に
代
わ
っ
て
送
信
す
る
場
合
に

は
、
納
税
者
本
人
の
電
子
署
名
を
省

略
で
き
ま
す
。

・
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
納
税
証
明
書
の
交
付

請
求
を
行
う
と
、
電
子
納
税
証
明
書

（
電
子
デ
ー
タ
）
を
取
得
す
る
方
法

に
加
え
て
、
書
面
の
納
税
証
明
書
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
手
数

料
が
安
価
で
す
）。

・
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
（
三
週

間
程
度
に
短
縮
）

も
っ
と
詳
し
い
情
報
は

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
tt
p:
//
ww
w.
e-
ta
x.
nt
a.
go
.j
p

利
用
開
始
の
手
続
、
ご
利
用
時
間
、

パ
ソ
コ
ン
の
環
境
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
ソ
フ

ト
の
操
作
方
法
、
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｑ

＆
Ａ
）
な
ど
、
ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
に
関
す
る

最
新
の
情
報
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
前
に
是
非
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
税
に
関
す
る
情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へhttp://www.nta.go.jp

問
い
合
わ
せ

徳
島
税
務
署（
徳
島
市
幸
町
三
ー
五
四
）

０
８
８（
６
２
２
）４
１
３
１

徳
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
一
日

か
ら
裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

裁
判
員
は
、
選
挙
権
の
あ
る
人

（
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
た
人
）
の
中
か
ら
、
く
じ

に
よ
り
無
作
為
に
選
ば
れ
ま
す
。

広
く
国
民
の
参
加
を
得
て
そ
の

良
識
を
裁
判
に
反
映
さ
せ
る
と
い

う
裁
判
員
制
度
の
趣
旨
か
ら
、
法

律
上
、
裁
判
員
に
な
る
こ
と
は
義

務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、

国
民
の
皆
様
の
負
担
が
著
し
く
大

き
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
回
避
す

る
た
め
、
法
律
や
政
令
で
辞
退
を

申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
事
由

を
定
め
て
い
ま
す
。

辞
退
の
申
立
て
に
対
す
る
判
断

は
、
各
裁
判
員
候
補
者
の
個
別
事

情
に
応
じ
国
民
の
皆
様
の
社
会
経

済
生
活
の
実
情
に
沿
っ
て
適
切
か

つ
柔
軟
に
、
で
き
る
限
り
前
倒
し

で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆

様
の
ご
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と

を
考
え
て
い
ま

す
。
名
簿
記
載

通
知
に
同
封
さ

れ
る
調
査
票
や

選
任
手
続
期
日

の

お

知

ら

せ

（
呼
出
状
）

に

同
封
さ
れ
る
質

問
票
は
、
裁
判

員
候
補
者
の
方
の
御
事
情
を
早
期

に
お
尋
ね
す
る
こ
と
に
よ
り
、
無

用
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
を
避
け
る
た
め
の
も
の
で
す
。

御
記
入
・
御
返
送
に
つ
き
御
協
力

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

徳
島
市
徳
島
町
一
丁
目
五
番
地

徳
島
地
方
裁
判
所
総
務
課
庶
務
係

０
８
８（
６
５
２
）３
１
４
１

裁
判
員
に
選
任
さ
れ
る
ま
で

裁

判

員

制

度

９日

23日

※登録している
犬の場合は印
鑑と鑑札が必
要です。

不用犬
引き取り日
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社会保険庁職員を装い、現金自動預け払い機（ＡＴＭ）を操作させ、振り込みを行わ

せるいわゆる「振り込め詐欺」の被害が全国的に発生しています。

当県においても、社会保険事務所職員等を装った不審な電話等の事例が頻発していま

すのでご注意ください。

①社会保険事務所等が還付金等を支払う場合に、職員が直接電話してご本人様に銀行･

コンビニエンスストア等へ出向いていただき、ＡＴＭ（現金自動預け払い機）を操

作していただくようにお願いすることはありません。

②キャッシュカードの暗証番号を書類に記入していただくことやキャッシュカードの

送付をお願いすることはありません。

【具体例】

①社会保険庁職員を名乗る男から、「医療費や年金保険料を払い戻すのでＡＴＭコーナーに

行って指定の電話番号に電話するように」との電話があった。

②社会保険庁ＩＣ管理局より、「ＩＣチップ制カードが導入され、特別年金を給付するので、

同封されている書類にキャッシュカードの暗証番号を記入し、キャッシュカードととも

に返送するように。」との文書が送付された。

社会保険庁および社会保険事務局・社会保険事務所の職員と名乗った電話や訪問で不

審な点がありましたら、その場では対応せずに相手の所属と氏名、連絡先をご確認いた

だき、お近くの社会保険事務所にお問い合わせください。

なお、社会保険事務所の職員・国民年金推進員が訪問する場合は、必ず身分証明書を

提示いたしますのでご確認お願いします。

この度の年金記録をめぐる問題について、大変ご心配をおかけしておりますことを、心よりお

詫び申し上げます。

さて、今般、年金記録問題の早期解決に向け、県社会保険労務士会の協力を得て「ねんきん特

別便」を受け取られた方を対象とした、「社会保険労務士の無料相談（予約制）」を次の日程で実

施することとしておりますので、お気軽にご利用ください。

11月６日 午前10時～午後３時 ＪＡ東とくしま勝浦支所 １階会議室

①「ねんきん特別便」の趣旨・目的及び見方の説明

② 照会票記入方法の助言、記載方法の説明

③ 期間に空白がある場合の本人への確認

④ 年金加入に関する記憶喚起のための助言 等

相談は、電話等による完全予約制で実施しておりますので、相談

希望日１ヶ月前から次のところへ予約の申込みをお願いします。

徳島県社会保険労務士会 フリーダイヤル ０１２０－９６７９５１

徳島社会保険事務局年金課 ０８８－６３４－１１７３

日時・場所

相談内容

予約申込み方法
および申込み先

問い合わせ先

社会保険庁を装った不審な電話等にご注意ください

「ねんきん特別便」
の送付に伴う 出張相談所の開設について
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国 民 年 金 だ よ り

これまで、社会保険事務所の職員や国民年金推進員等が行っておりました国民年金保

険料の収納業務につきまして、平成20年10月より徳島県内の全社会保険事務所において、

民間の事業者が行うこととなります。

これは、「競争の導入による公共サービスの改革に関する法律」に基づき、国民年金

保険料の収納事業の市場テストとして、社会保険庁（徳島社会保険事務局）から委託を

受けた民間事業者が、電話、文書及び戸別訪問等で国民年金保険料納付のご案内を行う

ものです。

民間事業者が国民年金保険料の納付についてご案内する場合は、必ず以下のルールを

守ります。ご不審な点があれば、お近くの社会保険事務所までお問い合わせください。

電話又は戸別訪問の際は「社会保険庁（徳島社会保険事務局）から、国民年金保険

料の収納業務を委託されている エー・シー・エス債権管理回収 の○○です。」

と名乗ります。

また、戸別訪問の際は、顔写真入りの納付督励員証明書を提示します。

＊その場で保険料をお預かりして保険料を収納する場合は、必ずお客様が保険料納付書

をお持ちの場合に限ります。納付書をお持ちでない場合には納付督励員が現金をお預

かりして、領収書を発行することはありません。

＊民間事業者に提供する個人情報は、国民年金保険料納付のご案内に行うために必要と

なる国民年金情報に限定しており、さらに取扱事業者に対しては「個人情報の保護に

関する法律」や当庁独自の取扱規程、本事業に係る委託契約書等で、目的外使用や閲

覧・漏洩、複写等を禁じるなど厳格な安全管理措置を講じています。

【問い合わせ】

徳島社会保険事務局年金課 088-634-1173

徳島北社会保険事務所 088-655-0911

徳島南社会保険事務所 088-652-3114

阿波半田社会保険事務所 0883-64-3474

受 託 民 間 事 業 者 名 エー・シー・エス債権管理回収 株式会社

委 託 期 間 平成20年10月１日から平成22年９月30日まで

対 象 社 会 保 険 事 務 所 徳島県全ての社会保険事務所

国民年金保険料収納事業の
市場化テスト（民間委託）のお知らせ
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口座振替をおすすめします 保険税を確実に納めるために、かんたん便利な
口座振替による保険税納付をおすすめします。

滞納する前に納付相談を!!
もし、あなたが保険税を滞納しているのなら、すぐに納めましょう。一人でも保険税を納めないで

いると、国保の財源が不足し、きちんと納めている人の負担が大きくなってしまいます。保険税を滞

納すると、入院時の高額医療費の限度額適用認定が受けられない場合があります（70歳未満の場合）。

口座振替のメリット

・自動的に払い込まれるから、納め忘れがない！

・納期のたびに金融機関などに行く必要がない！

・一度手続きすると、自動的に毎年継続される！

手続き方法

手続きに必要なものを持って、勝浦町指定の

金融機関で手続きをしてください。

・納税通知書 ・預金通帳

・印かん（通帳届け出印）
手続きに
必要なもの

完納のめどがたったら

通常の保険証が再交付さ

れ、一部負担でお医者さん

にかかることができます。

納期限までの納付にご協力を！

口座振替がおすすめです。

こんなことの
ないように
納期限を

守りましょう！

国保の給付の制限

国保の給付が全部、また

は一部差し止めになりま

す。さらに、差し止めさ

れた保険給付額から滞納

分が差し引かれたり、財

産の差し押さえなどの処

分を受けたりする場合が

あります。

災害やその他特別な事情により、保

険税の支払いが困難なときは、申請

により保険税の分割納付などが認め

られることがあります。滞納のまま

にせず、お早めにご相談ください。

納期限から１年たっても

滞納していると…

納期限を
守っていますか？

ご協力ありがとうございます。

今後も納期限内に納付を！

督促状が届いて

すぐに納めましたか？

督
とく

促
そく

特別な事情が

あるのですか？

短期
被保険者証
の交付

通常の保険証の

代わりに短期被

保険者証が交付

されます。

資格証明書
の交付

保険証を返して

もらい、代わり

に資格証明書が

交付されます。

いいえ

いいえ

いいえ

はい

はい

はい

相談

相談

相談

納期限から１年６か月たっ
ても滞納していると…

短期被保険者証とは

有効期限の短い保険証

です。頻繁に更新手続

きが必要になります。

資格証明書とは

資格証明書（国民健康保険被

保険者資格証明書）は、国保

の被保険者の資格を証明する

だけのものです。そのため、

お医者さんにかかるときは、

医療費をいったん全額自己負

担することになります。



視力検査でつかわれている、アルファベットのＣ

のようなマーク。だれでも一度は見たことがあるは

ず。このマーク、実はランドルト環といい、世界共

通の視力検査用の記号なのです。（ランドルトは、19

世紀後半から20世紀初頭のフランスの眼科医）
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保健だより

糖 尿 病 と目

１．目に現れる糖尿病の影響

増え続ける糖尿病

近年、患者数の増加が著しい病気の代表に、糖尿病が

あります。国内の患者数は約690万人、予備軍を含める

と、約1,370万人になります。糖尿病は合併症（余病）

が怖い病気で、合併症はとくに腎臓や神経、そして目に

現れることが多く、これらは三大合併症といわれます。

目の合併症は、糖尿病と診断されたときから定期的な

眼科の検査を受け、糖尿病と眼科の適切な治療を続けて

いれば、確実に防げます。しかし、実際には糖尿病を放

置している人が少なくなく、毎年3,000人以上の方が、

糖尿病の合併症で視力を失い、成人の失明原因のトップ

となっているのです。

２．糖尿病でなぜ失明するの？

三つの大きな原因

目は写真機にたとえられます。写真機の最も大事な機能はレンズとフイルムです。

人の目にあてはめると、レンズは水晶体、フイルムは網膜（光や色を感じる神経が敷

きつめられた膜）に相当します。レンズが濁っていたら光が写真機の中まで届かず、

きれいな写真が撮れません。フイルムが傷んでいたらどんなによいレンズを通しても、

映像は現像されません。

糖尿病の場合には、レンズの濁りは白内障、フイルムの傷みは糖尿病網膜症にあた

ります。糖尿病の患者さんが視力障害をきたす主な原因は、この二つの病気が最も多

いのです。

それともう一つ、頻度は高くないのですが、血管新生緑内障があります。これは一

般にいう緑内障とは違い、やはり糖尿病網膜症が原因になります。糖尿病網膜症が重

症になると、虹彩（写真機でいうと「絞り」にあたる部分）に新生血管という、正常

では存在しない血管が出てきます。このために眼圧（目の中の圧力）が高くなり、緑

内障という病気になります。緑内障になると視神経が圧迫されて視力が低下し、つい

には失明します。

糖尿病によって引き起こされる目の病気はほかにもいくつかありますが、この三つ

がよく耳にする病気だと思います。

視力検査のＣの意味は？

《目のしくみとカメラ》

社団法人 日本眼科医会 健康情報から引用

�������

	
��
�

著明な視力低下の原因

糖尿病網膜症
18.3％

白内障
15.6％

緑内障
14.5％

網膜色素
変性症
12.2％

高度近視
10.7％

視神経・
網脈絡膜萎縮
9.8％

その他
18.9％
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「
差
別
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。」

「
差
別
を
な
く
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。」
こ
の
言
葉
を
聞
く
と
、
な
ぜ

か
私
は
、
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
差
別
が
悪
い
こ
と
は
、
み
ん

な
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
で
も
、

そ
れ
を
な
く
す
た
め
に
、
ど
う
行
動

す
れ
ば
よ
い
か
が
見
え
て
こ
な
い
の

で
す
。
伝
わ
っ
て
こ
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
う
私
も
、
そ
う
言
い
な
が
ら

ど
う
す
れ
ば
良
い
か
、
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

昨
年
「
獅
子
舞
に
寄
せ
る
熱
き
思

い
」
を
学
習
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業

は
私
の
も
や
も
や
し
た
気
持
ち
を
と

り
の
ぞ
き
、
新
し
い
未
来
を
み
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
私
が
初
め
て
獅
子
舞

を
見
た
の
は
、
地
域
に
あ
る
神
社
で

の
獅
子
舞
で
し
た
。
初
め
て
見
た
時
、

私
は
小
さ
か
っ
た
の
で
技
術
が
ど
う

か
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
太
鼓
は
太
鼓
同
士
、
獅
子
は

獅
子
同
士
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
太

鼓
の
音
と
獅
子
の
呼
吸
が
ぴ
っ
た
り

あ
っ
て
い
て
、
そ
の
上
そ
の
迫
力
に

目
を
う
ば
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

同
時
に
私
は
、
そ
こ
ま
で
の
舞
を
つ

く
る
た
め
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
る
姿
も
知
っ
て
い
ま
し
た
。
け

ど
そ
れ
と
は
反
対
に
ど
う
し
て
そ
こ

ま
で
一
生
懸
命
、
獅
子
舞
に
取
り
組

ん
で
い
る
ん
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
気
持

ち
が
私
の
中
に
芽
生
え
た
の
が
そ
の

時
で
し
た
。

「
獅
子
舞
に
寄
せ
る
熱
き
思
い
」
を

学
習
し
、
そ
の
疑
問
が
解
け
は
じ
め

ま
し
た
。
戦
争
中
一
度
は
途
絶
え
た

獅
子
舞
。
差
別
の
せ
い
で
思
う
よ
う

に
仕
事
に
つ
け
ず
、
も
て
あ
ま
し
て

い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
差
別
に
対
す
る

怒
り
を
獅
子
舞
と
い
う
も
の
で
表
現

し
よ
う
と
し
た
の
で
し
た
。
最
初
は
、

息
も
呼
吸
も
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
け
れ

ど
、
練
習
に
練
習
を
積
み
重
ね
、
美

し
さ
と
力
強
さ
に
満
ち
た
獅
子
舞
が

で
き
ま
し
た
。

特
に
太
刀
と
い
う
舞
は
、
吉
野
町

の
獅
子
舞
の
独
特
の
舞
で
、
真
剣
を

二
頭
の
獅
子
の
間
に
振
り
下
ろ
す
と

い
う
難
し
い
も
の
で
、
仲
間
を
信
頼

し
な
い
と
で
き
な
い
舞
で
す
。
一
歩

間
違
え
れ
ば
大
け
が
を
す
る
、
け
が

を
し
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
、
心
を

一
つ
に
し
て
練
習
す
る
し
か
な
か
っ

た
の
で
す
。

こ
の
獅
子
舞
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
真
剣
に
差
別
と
向
き
合
う
こ

と
の
大
切
さ
と
、
一
人
で
な
く
仲
間

と
信
頼
し
て
立
ち
向
か
う
こ
と
の
意

味
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
一
人
ひ

と
り
が
真
剣
に
向
き
あ
い
、
た
く
さ

ん
の
力
が
合
わ
さ
る
こ
と
で
大
き
な

力
が
生
ま
れ
、
他
の
人
た
ち
の
心
を

動
か
す
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
そ
し

て
、
獅
子
舞
は
単
に
人
の
目
を
喜
ば

せ
る
だ
け
で
な
く
、
差
別
解
消
へ
の

道
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
も
知
り

ま
し
た
。
獅
子
舞
は
一
人
で
で
き
な

い
。
み
ん
な
が
気
持
ち
や
力
を
合
せ

な
い
と
で
き
な
い
。
だ
か
ら
「
あ
の

子
嫌
い
」「
あ
の
子
と
一
緒
に
し
た
く

な
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
は
成
り
立

た
な
い
の
で
す
。
そ
の
事
が
「
獅
子

舞
に
寄
せ
る
熱
き
思
い
」
の
学
習
を

通
し
て
、
周
り
の
み
ん
な
に
も
伝
わ

り
始
め
ま
し
た
。

中
学
一
年
生
で
始
め
た
獅
子
舞
。

最
初
、
太
鼓
の
リ
ズ
ム
が
と
れ
な
く

音
を
合
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
上
手
く
い
か
ず
や
る
気
を
失
っ

て
い
た
と
き
、
姉
が
言
っ
て
く
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
私
も
初
め
て
の

と
き
は
、
リ
ズ
ム
を
聞
い
た
ら
簡
単

と
思
っ
て
い
た
け
ど
い
ざ
太
鼓
を
た

た
く
と
な
っ
た
ら
難
し
か
っ
た
。
け

ど
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
に
は
自
分

の
気
持
ち
を
見
つ
め
る
こ
と
が
大
切

で
よ
。
」
初
め
何
の
こ
と
か
分
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

け
ど
、
今
は
違
い
ま
す
。
こ
の
郷

土
芸
能
活
動
を
通
し
て
、
自
分
の
気

持
ち
と
し
っ
か
り
向
き
合
い
、
一
つ

ひ
と
つ
問
題
か
ら
逃
げ
ず
に
乗
り
越

え
る
こ
と
で
、
大
き
な
力
を
生
み
出

せ
る
事
を
学
び
ま
し
た
。
正
直
、
練

習
は
辛
い
し
、
め
ん
ど
く
さ
い
と
思

う
時
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
苦
し

い
の
は
当
た
り
前
、
苦
し
さ
を
知
っ

て
い
る
か
ら
こ
そ
本
当
の
楽
し
さ
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
今
で
は
、
自
分
を

し
っ
か
り
見
つ
め
、
仲
間
と
信
頼
感

を
深
め
る
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
学
三
年
生
に
な
り
、
人
権
学
習

の
時
間
に
、
差
別
を
な
く
し
て
い
く

た
め
に
ど
う
い
う
力
が
必
要
か
考
え

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
差
別
を
見
抜

く
力
、
自
分
を
大
切
に
す
る
力
、
倫

理
的
に
考
え
る
力
、
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
力
が
学
級
の
み
ん
な
か
ら
挙
が
っ

て
き
ま
し
た
。

私
は
「
伝
統
を
大
切
に
す
る
力
」

と
言
い
ま
し
た
。
私
の
言
葉
は
一
言

だ
っ
た
け
ど
、
獅
子
舞
を
通
し
て
私

な
り
の
方
法
で
、
差
別
と
向
き
合
っ

て
い
こ
う
と
決
心
し
た
瞬
間
で
し
た
。

太
鼓
の
力
強
い
響
き
、
こ
れ
は
、

私
の
差
別
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
決

意
で
あ
り
、
仲
間
と
一
つ
に
な
っ
た

音
色
、
こ
れ
は
信
頼
す
る
仲
間
と
共

に
歩
ん
で
い
こ
う
と
い
う
想
い
で
あ

り
、
太
刀
を
お
そ
れ
ぬ
舞
、
こ
れ
は

勇
気
を
も
っ
て
差
別
に
立
ち
向
か
う

姿
勢
で
す
。
こ
の
獅
子
舞
が
き
ょ
う

も
吉
野
中
学
校
に
響
い
て
い
ま
す
。

獅
子
舞
に
よ
せ
る
私
の
想
い
が
、
町

に
住
ん
で
い
る
一
人
ひ
と
り
の
心
に

ひ
び
く
よ
う
今
日
も
太
鼓
を
た
た
き

続
け
ま
す
。
そ
れ
が
、
今
の
私
を
見

つ
め
、
一
日
一
日
自
分
を
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ

か
ら
。

獅子舞に寄せる想い

平
成
十
五
年
度
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
徳
島
県
大
会
作
品
集
よ
り
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の
ん
び
り
と
余
生
送
れ
と
天
の
声

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

農
守
る
節
く
れ
た
手
を
抱
き
寝
む
る

横
瀬

関

東

紀

美

の
ん
び
り
と
老
後
楽
し
む
夢
探
し

久
国

美

馬

真

由

飲
み
込
ん
だ
言
葉
や
っ
ぱ
り
胃
に
溜
ま
る

横
瀬

中

田

万

里

残
さ
れ
た
命
を
妻
と
い
と
お
し
む

中
山

山
下
ふ
さ
を

飲
め
ぬ
酒
酔
う
た
ふ
り
し
て
お
付
合
い

横
瀬

西

蔭

達

男

農
の
外
な
ん
の
取
り
柄
も
な
い
私

立
川

堀

梅

子

能
率
を
言
わ
ぬ
手
造
り
品
の
良
さ

棚
野

島

つ
と
む

の
ん
び
り
と
余
生
の
坂
は
登
り
た
い

横
瀬

関

東

紀

美

野
の
花
も
一
つ
の
命
持
っ
て
咲
く

棚
野

島

つ
と
む

〈
評
〉
誰
に
見
せ
る
と
も
な
く
、
一
生
懸
命
子
孫

を
残
そ
う
と
咲
い
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
教
え
ら

れ
る
点
が
多
い
。
我
々
も
元
気
で
長
生
き
考
え

よ
う
。

残
し
た
い
青
い
地
球
を
子
や
孫
に

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
ド
ン
パ
チ
だ
け
で
な
く
温
暖
化
退
治
も
迫

ら
れ
る
。
温
暖
化
が
進
め
ば
地
球
も
自
滅
が
進

み
出
す
。
な
ん
と
か
喰
い
止
め
た
い
な
と
思
う
。

熨
斗
入
れ
も
済
ん
で
吉
日
待
つ
ば
か
り

横
瀬

前

田

好

月

〈
評
〉
息
子
さ
ん
か
娘
さ
ん
か
。
両
親
に
取
っ
て

は
責
任
を
果
た
し
ホ
ッ
ト
肩
の
荷
を
降
ろ
し
た

と
思
う
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

肥
料
代
五
割
ア
ッ
プ
で
少
し
や
る

横
瀬

前

田

好

月

我
が
事
の
よ
う
に
案
じ
て
呉
れ
る
友

立
川

前

田

千

恵

話
が
少
し
斜
め
に
そ
れ
て
盛
り
上
が
る

棚
野

竹
田
あ
ゆ
み

的
少
し
外
し
て
生
き
る
術
を
知
る

生
名

岩

本

敏

子

温
も
り
を
も
ら
い
心
も
丸
く
な
る

久
国

美

馬

真

由

念
を
入
れ
描
く
明
日
に
架
け
る
橋

生
名

岩

本

敏

子

黒
髪
の
誇
り
を
捨
て
た
茶
髪
族

棚
野

殿

川

早

苗

も
の
忘
れ
く
や
む
端
か
ら
ま
た
忘
れ

棚
野

殿

川

早

苗

懐ふ
と
こ
ろを

見
抜
い
て
子
等
は
無
理
言
わ
ぬ

坂
本

平

尾

智

男

口
便
利
何
の
証
も
残
ら
な
い

横
瀬

西

蔭

達

男

老
い
の
役
し
っ
か
り
留
守
を
し
て
い
ま
す

横
瀬

中

田

万

里

農
日
記
今
朝
は
何
を
し
た
の
や
ら

立
川

前

田

千

恵

香
水
の
匂
え
る
友
と
居
て
疲
れ

立
川

堀

梅

子

農
業
を
し
て
六
十
年
未い

ま

だ
初
歩

横
瀬

呑

口

久

子

作
る
の
が
売
る
こ
と
よ
り
も
楽
し
く
て

坂
本

平

尾

智

男

朝
一
番
運
勢
欄
を
読
ん
で
お
く

横
瀬

呑

口

久

子

盆
お
ど
り
町
中
響
く
笛
太
鼓

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

盆
が
来
て
カ
ラ
ス
喜
ぶ
木
の
か
げ
で

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

値
上
が
り
の
声
に
お
さ
れ
て
タ
バ
コ
止
め

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
た
ば
こ
は
百
害
あ
っ
て
利
益
な
い
と
。
吸
っ

た
時
ホ
ッ
ト
す
る
感
じ
は
あ
る
。
家
族
の
居
る

と
こ
ろ
で
は
、
家
族
に
害
が
あ
る
の
で
や
め
た

方
が
よ
い
。

省
エ
ネ
の
す
だ
れ
の
ゴ
ー
ヤ
食
卓
に

横
瀬

桜

木

千

代

〈
評
〉
昨
年
の
上
板
町
の
ゴ
ー
ヤ
日
蔭
利
用
。
大

い
に
広
ま
れ
ば
い
い
と
思
う
。
野
菜
と
し
て
使

え
一
石
二
鳥
。
こ
ん
な
あ
り
が
た
い
こ
と
は
な

い
。

孫
よ
り
も
国
に
年
金
狙
わ
れ
る

中
山

山
下
ふ
さ
を

〈
評
〉
後
期
高
齢
者
医
療
で
七
十
五
才
以
上
の
人

の
医
療
費
が
高
い
。
年
寄
っ
て
行
く
と
あ
ち
こ

ち
痛
み
が
出
る
。
こ
れ
の
補
修
も
必
要
だ
と
思

う
。

「
の
」
か
ら
始
め
る

題

雑

詠

次
回
作
品
募
集

十
月
五
日
締
め
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸

山

香

月

十
一
月
一
日
締
め
切
り

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先

横
瀬

中
田
ヤ
ス
エ

秀

句

秀

句

か
つ
う
ら
柳
壇

井

上

博

選



ん な 健の 康み
10月の保健行事
〈問い合わせ 勝浦町福祉課保健師 （42）1502〉

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの

７ 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:30～ 勝 浦 病 院
平成20年５月１日
から８月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

10 金 １歳６ヶ月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成19年１月１日
から４月30日まで
に生まれた子

問診票
母子健康手帳

16 木

健 康 相 談 ９:30～10:00
今山ふれあい
交 流 館

住 民 健康手帳

介 護 教 室 10:00～11:00

18 土
第18回
健康・福祉まつり

９:00～９:45
農村環境改善
セ ン タ ー

住 民

21 火

健 康 相 談 9:30～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

住 民 健康手帳

介 護 教 室 10:00～11:00

22 水

介 護 教 室 19:00～20:00

掛 谷 集 会 所 住 民
運動教室
講師 森本郁代先生

20:00～21:00

24 金 乳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成20年４月１日
から８月31日まで
に生まれた子

母子健康手帳

27 月

健 康 相 談 9:30～10:00

山 西 集 会 所 住 民 健康手帳

糖 尿 病 予 防 教 室 10:00～11:30

28 火

健 康 相 談 10:00～11:00 勝 浦 会 館 住 民 健康手帳

健 康 相 談 13:30～14:00

中 角 集 会 所 住 民 健康手帳
運動教室
講師 株本泰輔先生

14:00～15:30

29 水
食生活改善推進協議
会研修会
（歩行マップ作成）

13:30～16:00 星谷運動公園 ヘルスメイト タオル･お茶等

31 金

3 歳 児 健 康 診 査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成17年３月１日
から６月30日まで
に生まれた子

問診票
母子健康手帳

介 護 教 室 19:00～20:00 星 谷 集 会 所 住 民

平
成
二
十
年
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一
月

徳
島
県
で
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
未
来
フ
ェ
ス
タ
二
〇
〇
八
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く
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ま
開
催
！

勝
浦
町
は
サ
テ
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イ
ト
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と
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参
加
!!
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勝 浦 病 院 だ よ り

糖尿病教室、10月は次の予定となっています。糖尿病についての基礎知識や食事・薬など

わかりやすく説明をしています。興味のある方はぜひご参加ください。

日 担 当 内 容

７日（火） 内科医師 糖尿病について

14日（火） 坂口栄養士 食事について

21日の糖尿病教室は都合によりお休みです

28日（火） 亀山看護師長 生活と運動

場 所 勝浦病院２階 研修室

時 間 午後２時から１時間程度

費 用 無料です

そ の 他 申込みは不要で自由参加です。

お気軽にどうぞ。

問い合わせ 勝浦病院 （42）2555・ＩＰ050（3438）7441

医療機関での検診を次のとおり実施します。受診がまだの方はこの機会にぜひ受診しま

しょう。受診を希望される人は、勝浦町福祉課 （42）1502までお申し込みください。問診

票をお送りします。

医療機関

国民健康保険勝浦病院

肝炎ウィルス検診 （内科外来）

骨粗鬆症検診 （外科外来）

実施日時

10月２日 ～12月25日

毎週木曜日の午後１時～３時

申込方法

勝浦町福祉課へお申込ください。

（42）1502 IP 050（3438）7148

※満70歳以上の人、生活保護世帯、市
町村民税非課税世帯の人は無料です。
医療機関窓口でお申し出ください。

検診項目および検診料等について

項 目 対 象 者 健診料 内 容

肝炎ウィルス

検 診

①平成21年３月31

日までに、40歳

を迎える人

②75歳未満の人で、

過去に受診して

いない人

1,700円

問 診

Ｃ型肝炎

ウィルス検査

HBs抗原検査

骨粗鬆症検診

40歳、45歳、50歳

55歳、60歳、65歳

70歳の女性

700円
問 診

骨密度測定

肝炎ウィルス検診･骨粗鬆症検診の実施について

平成20年10月から当分のあいだ、整形外科の診察曜日が次のとおり変更になります。

ご迷惑をおかけしますが、ご了承ください。

９月末まで 火曜・木曜日の午前中 → 変更後 火曜日午前中のみ

整形外科診察について

今まで胃の検査は、口から胃カメラを入れて行っていましたが、このたび勝浦病院

では鼻から挿入する内視鏡を導入しました。

口からの内視鏡検査は吐き気・嘔吐感など苦痛を伴うと敬遠されがちですが、鼻か

ら行う内視鏡検査は、舌の付け根に内視鏡が触れずに進んでいくため、吐き気をもよ

おすことなくスムーズに検査がすすみます。また医師と話をしながら行うことができ

るためより安心感を得られます。

くわしくは内科へお尋ねください。

経鼻内視鏡導入
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ボランティアグループ「勝浦を考える会」

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

７日
（火）

山 西 山西集会所横の自転車置場付近

11日
（土）

中 山 中 山 集 会 所 前

21日
（火）

生 名

立 川

東 生 名 ご み フ ェ ン ス 横

前田さん宅前ごみフェンス横

28日
（火）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

井 上 さ ん 宅 前

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ごみフェンス横

あき缶（アルミ缶･スチール缶）収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

６日
（月）

山 西

中 角

ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ご み フ ェ ン ス 横

14日
（火）

中 山 消 防 詰 所 横

20日
（月）

生 名

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

27日
（月）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

ペットボトル・白色トレイ収集日程表
収集日 地 区 備 考

２日 ・16日 旧生比奈
原則第１・３木曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

３日 ・17日 旧 横 瀬
原則第１・３金曜日ただし
祝祭日やお盆は変更してい
ます。ご注意ください。

分別ステーション設置地区は、毎日出すこ

とができますが、年末年始等の連休には集中

しないように計画的に出してください。 ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

指定場所と今月の受取日時

指定場所 （中角）勝浦町農村婦人の家敷地内

リサイクル保管庫

受取日時 ９月28日 ～10月３日
午前８時30分～午後５時

指定場所 （横瀬）勝浦町民体育館裏

リサイクル保管庫
受取日時 10月５日 ～10月10日

午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠し

ます。絶対、保管庫の外に古紙を置かないよう

にしてください。

古紙の出し方

ガムテープなどは使わず、ひもで束ねてください。

古紙の分け方

①段ボール

厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
「広報かつうら」のようなものは雑誌で出してくだ

さい。新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて

ください。

③古本・雑誌・紙
同じ種類に分けてください。厚い表紙は破って段

ボールへ入れてください。ビニール封筒に入った雑

誌などは、ビニール封筒をはずしてください。ビ

ニール窓のついた封筒はビニールをはずしてくだ

さい。

出してはいけない物（禁忌品）

【問い合わせ】 勝浦町住民課 (42)1501

IP㈹050（3438）7148

日 時 10月16日(木)
午前９時から午後４時まで

場 所 勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬 速水商店前）

方 法 リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、
不適品は持ち帰っていただきます。

綿100％古着回収のお知らせ

粘着物
粘着テープ、シール、ワッペン類、糊が
多量に使われているもの

金 属 金具がついたファイル、金属クリップ類

フィルム
や合成樹脂

フィルム類、セロハン、発泡スチロール、
プラスチック製品、ビニールコート紙

特殊な薬剤
が塗布
された紙

耐水性段ボール、紙コップなどのワック
ス加工紙、酒の紙パック、写真、油紙、
レシートなどの感熱紙、カーボン紙、ペッ
トのえさ袋

その他
カセットテープ、アルバム、手さげ紐が
ビニールの紙袋、セメント、ビニールが
含まれた米袋、紙以外のもの
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珊瑚礁に囲まれた五百年王国の美少女・

真鶴は国を救うため性を偽り宦官になった！

三月の招待状 角 田 光 代

天空の酒宴 堂 場 瞬 一

セーヌの川辺 池 澤 夏 樹

なもなきはなやま 岩 槻 優 佑

平等ゲーム 桂 望 実

オールミッション ２ 山 田 悠 介

リーシーの物語 上・下 スティーヴン･キング

遺伝子が語る命の物語 村 上 和 雄

子どもの気持ちがわからない時に読む本

杉山由美子

いまどきの思春期問題 平 岩 幹 男

あなたの運はもっとよくなる！ 浅見帆帆子

つるっつるの脳みそ つるの剛士

上地雄輔物語 上 地 雄 輔

パコと魔法の絵本 関 口 尚

わが家を守る防犯・防災徹底ガイド

ＮＨＫ出版編

《児 童 書》

崖の上のポニョ

お化け屋敷へようこそ

ぼくたちともだち

チコときんいろのつばさ

おにいちゃん

ひとりざむらいとおばけアパート

新 着 図 書 の 一 部 紹 介

山 本 一 力

いかだ満月

江戸の義賊として名を

馳せた鼠小僧次郎吉が獄

門になった。残された息

子、大次郎はたくましく

成長していく。涙と笑い

あり。

★おはなし会

26日 午後２時から

図書館幼児室

※小さなお子様を対象にした紙芝居の読
み聞かせです。ぜひいらして下さい。

★図書館が閉っている時の返却本は玄関

横のブックポストに入れてください

10
月
の
行
事

日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

○県立図書館協力巡回日 ○休館日

期 間 10月21日 ～26日
午前９時30分～午後５時

場 所 勝浦町図書館２階

のお知らせ勝 美 展

・ナショナルトレジャー２ ・ボーンアルティメイタム

・ジェシージェイムスの暗殺 ・蟲 師

・キャプテン ・ルイスと未来泥棒

・ピカチュウのわんぱくアイランド

池 上 永 一テンペスト 上・下
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ホームページアドレス http://www.town.katsuura.lg.jp E-mailアドレス soumu＠town.katsuura.lg.jp

日時 ３日 ･10日 ･17日 ･24日
午後１時～４時30分

場所 勝浦町住民福祉センター１階

内容 人権・行政・厚生・福祉

※平日でも受付しておりますので、お気軽
にお問い合わせください。 (42)4652

心配ごと相談

日 時 10月４日 ・５日 ・11日 ・12日

18日 ・19日 ・25日 ・26日

午前９時30分～午後４時

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

日 時 平日 午前８時30分～午後７時

※土・日・祝日を除く

場 所 徳島南社会保険事務所

持参物 年金手帳・年金証書等

年金請求に関する相談

０５７０（０５）１１６５

年金受給している方の相談

０５７０（０７）１１６５

受付時間 午前８時30分～午後５時まで

※土・日・祝日を除く

休 日 年 金 相 談

ね ん き ん ダ イ ヤ ル

時 間 延 長 年 金 相 談

年 金 相 談

まちのうごき
平成20年８月16日～９月15日（敬称略）
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10月 勝浦郡夜間救急当番表
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ １０ １１

１２ １３ １４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

○勝浦病院 42-2555 ●上勝診療所 44-5010
平日:午前６時～翌朝午前９時 休日:午前７時～翌朝午前９時

人 口（平成20年８月31日現在）

世帯数 2,153戸

男性 2,991人

女性 3,201人

計 6,192人

出生 男 ０人 女 ０人 計 ０人

死亡 男 ３人 女 ３人 計 ６人

転入 男 ９人 女 ５人 計 14人

転出 男 ５人 女 ７人 計 12人

近隣地域との交流事業として、今月も各種講座

を開講いたします。 〔場 所〕勝浦会館

交流講座ご案内

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸 今月お休みします

踊 り
9 ･16 ･23 ･30 午後 7:30～9:30

※特別奉仕教授 すだち小唄・お四国小唄

歌 謡 ５ ・19 午後 7:30～9:30

生け花 １ ・14 午後 7:30～9:30

大正琴 ３ ・９ ・16
午後 1:00～3:00
午後 7:00～9:00

※今年も特別に２ヶ月間（８回）奉仕で木村桂子先生が
教えてくださいます。受講料無料です。

勝浦会館 （42）3305又は、IP 050（3438）8631へお申し

込みください。すだち小唄とお四国小唄を習います。

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
沼
江
字
天
川

小
松
島
市

中

拓

也

新

居

優

子

☆
お
誕
生
お
め
で
と
う

）長
男海か

い

璃り

大
字
沼
江
字
黒
岩

菅

野

智

巳

嘉

代

善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
８
月
16
日
～
９
月
15
日
）

南

力
さ
ん
（
西
岡
）

中

川

広

美
さ
ん
（
星
谷
）

岩

城

和

志
さ
ん
（
坂
本
）

福

中

篤

至
さ
ん
（
久
国
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀

行
に
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

��	



�
�


�



 
!
"
#
$
%
#
&
'
(
)
*

+
,
-
)
*

.
/
0
1
2
3

4
5
5
%
�
6
7
8
9
:
;
<
.
/
=
.
/
0
>
?
@
A
?

@
B
C
D

E
�FG
#
H
H
9
I
6
"
�%
9
#
%
JKLG

#
H
H
9
I
6
"
�7
#
"
H

M
N

O
P
M
N
Q





